








大野の水環境ネットワーク 

見つめよう大野の水環境 

 市民と行政が実態を知り 水循環基本法を活かし 責務を果たす 

 

能登半島地震から 新年早々。16 時 10 分頃、能登半島を震源とするマグニチュー

ド 7.6 の地震が発生。石川県志賀町で最大震度 7。日本中が震撼した。テレビや新聞

は刻々と被災の状況を伝え、地震に津波・道路の地割れ・火事の様子が映され、大津

波警報が出され日常が一瞬にして一変しました。上水道・下水道は地震に弱く全地域

が断水し困窮している状況。消火では川の水が少なく間に合わず、消火栓も地震で壊

れ使えないなど問題が浮き彫りにされた。この問題は他人ごとではありません。全地

域が地震で破壊され１１万戸が断水し、２４１の自治体から給水車が駆けつけたが、

広範囲に対応は出来ず、物資も人手も欠乏し、医療面の惨状はこの上なく、尊い命が

失われ涙にくれる現地の様子。災害時は特に湧き水や井戸は有用で貴重な水源です。 

 

大野市の自然の要因＆ 人為的に損なわれた環境 水を取り巻く要因は、雨も雪も

全国的にも多く世界でも多いが、戦後、環境に配慮しない施策で人為的に水の循環が

損なわれてしまったことは否めない。行き過ぎた開発や取水で、川を軸にした水の循

環は健全性を欠き、景観や生物の多様性にも大きく影響を及ぼしている。多くのダム

が創られ、水力に根こそぎ取られ水なし川になり、生活様式の変化、道路舗装や水路

の三面張りでも雨の地下浸透は阻害され続けた。今冬も、「大野市地下水保全条例」で

地下水による融雪は禁止していても守られていない。地下水位は変動しながら下降し、

かつてあった豊かな流れや景観がなくなって久しい。水循環基本法が施行され１０年。

災害時においても豊富で水質的にも優れた地下水利用の町の重要性は、貴重な存在で

ある。「水のまち大野」として水問題の歴史や現状を理解し流域を視野に入れ、大野市

民全員の「共有財産」である地下水を守っていこうではありませんか。 

 

 

注 上の下線は１月２７日の石川県知事の記者会見の言葉 大野の水環境ネットワーク 文責 寺脇  
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地下水位(春日)の経年変化

昭和５１年～令和5年

昭和５１年は２８６㎝ 全年が観測開始時より低い

地下水位データ 大野市

×10

地下水位は、降水量や河川の水位・流量・

大型の公共土木工事などの影響を受ける。








